
■演題：

■内容：
これまでパーシャルデンチャーの維持装置は、熟練技工士の経験と手作業によ

って支えられてきました。

しかし小澤謙太先生は、その精密な技術をデジタルの力で再構築。CAD/CAMと

3Dプリンターを活用し、模型データから高精度なレジン・メタルプリントを行

うことで、品質の均一化と大幅な時間短縮を実現しました。

さらに液晶タブレットを導入すること、設計工程を視覚的かつ直感的に操作可

能に。微妙な形態修正もスムーズに行えるようになりました。

デジタルの効率とアナログの繊細さを融合させた小澤先生のアプローチは、パ

ーシャルデンチャー製作の新しいスタンダードを提示しています。

ご略歴

1996年　松商学園高等学校　卒業 

2000年　愛知学院大学　経営学部卒業　卒業 

2002年　松本歯科大学　衛生学院歯科技工士科　卒業 

2002年　有限会社　小澤デンタルラボラトリー　入社 

2013年　有限会社　小澤デンタルラボラトリー代表取締役就任

所属 

日本歯科補綴学会会員 

日本顎咬合学学会会員 

日本歯科技工学会会員 

日本口蓋裂学学会会員 

長野県歯科技工会会員 

にしむら塾東京OB会会員

■ 日時：

■ 会場：

参加登録はこちら

講演者プロフィール

今回 の見どころ

一般社団法人 日本臨床歯科CADCAM学会 第11回学術大会一般社団法人 日本臨床歯科CADCAM学会 第11回学術大会
2025年12月6日（土）7日（日）パシフィコ横浜会議センター4・5階 2025年12月6日（土）7日（日）パシフィコ横浜会議センター4・5階 

パーシャルデンチャー維持装置製作におけるCAD/CAM活用と

アナログ融合による新展開
～3Dプリンターと液晶タブレットが拓く歯科技工の未来～

12月7日（日）　9:00〜10:30

小澤謙太先生
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